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●石を磨く。  

●ユミッペの「縄跳びエクササイズ？！に熱中」 

●春になりました！トミオちゃんです 

●こんなお仕事させていただきました！ 

●あんな話こんな話。待ってまーす！ 

こんにちは。じゅえりー通信編集長井原一成です。 

ジュエリーというのは、宝石と指輪（石座）から出来ています。当たり前ですが。 

宝石というのは、山から掘り出した鉱物を研磨職人が形を整え、磨き美しい宝石とします。そ

の宝石を我々ジュエリー職人たちが指輪やペンダントにするのです。 

宝石を研磨する職人とジュエリーを作る職人は仲が悪いわけではないのですが、分断している

と思います。我々ジュエリー職人は宝石に対してとても気を使います。いつも、腫物を触るか

のように扱います。同じものが 2 つと無いからですし、中にはおっかないすぐ割れる石もあり

ます。最近は今まで宝石として扱われなかったものも、「宝石」として扱う人が出てきました。

珍しいとういだけで割れやすい石を「宝石」と呼ぶのはどうかと思います。宝石というのはあ

る程度丈夫で永続性が必要ではないかと思います。 

我々ジュエリー職人にとって、石に手を出すのはタブーみたいな不文律みたいなものが意識せ

ずにあったのかもしれません。 

先日、石を研磨する道具を買いました。その名も「宝石研磨機」

というものです。（そのまんまやないか！）お客さまの要望に

応えたいという気持ちもありますし、できないことをなくした

いこともあります。技術というよりも、石を削るという考え方

を知りたいのかもしれません。我々が使う道具というのは、道

具さえ買えばうまくいくものではありません。メーカーさんも、あまり教えてくれません。だ

いたいこんな使い方ができるんだけれども、あとは考えて工夫してうまく使って見てね、的な

道具を使って研磨していくのです。研磨する道具と言ってもレコードプレイヤーのような機械

です。最初はターンテーブルの上にダイヤディスクを取り付け宝石が熱を持たないように水を

垂らしながら削ります。大まかに削ります。最初は粗目から、中目、細目と仕上げていきます。



●石を磨く。仕上げはアクリルの円盤にダイヤモンドペーストをこすりつけ、そこに石を

押し当て磨いていきます。水晶（硬度 7）などは比較的簡単に磨け光りますが、ルビー（硬度 9）

になるとなかなか光沢が出ません。硬度 7 と硬度 9 は全然違います。こんなに違うのか！と身

をもって経験しています。 

道具を買ったからといって、それですぐ使えお金になるわけではありません。石摺 10年と言

われ、宝石を研磨するというのは本当に特殊な技術で、する人もあまりいません。お客さまの

宝石をカットしてくれるリカット職人も少ない。基本的にはお受けしていないという状況です

が、そんな中でも少しでもできるようにならないか、宝石へ

の理解を深められないかと機械を買ってみました。こんもり

としたカボションカットが出来る機械です。ブリリアンカッ

トといわれるカット石も磨けないことはありませんが、とて

もむつかしいです。この春の小さな挑戦でございました。 

●ゆみっぺの「縄跳びエクササイズ？！に熱中」 

こんにちは。「じゅえりー通信・編集長の嫁」の有美です。先日 100

円ショップで「縄跳び」を購入しました。早速、朝早くに（恥ずかし

いので人が少ない公園で）跳んでみたところ…「楽しい！楽しすぎ

る！」のです。リズミカルに跳ぶと目が覚めて気分が良くなってきま

す。その後も、跳びながら縄を体の前で交差させる「クロス跳び」をしたり、走りながら片足

ずつ跳んだりするのも小学生だったころのようで懐かしいです。夢中になって跳んでいると、

エクササイズとしても有効のようです。というわけで、最近はキャンプにも持って行き、海を

眺めながら縄跳びをするという、なかなか優雅なエクササイズを楽しんでいます。最近もう一

つ見つけた楽しいエクササイズが「ラジオ体操第一」です。Youtube

を聴きながら、好きな時に好きな場所で「本気で」体操をするととて

も気持ちが良く気分が晴れます。みなさんも仕事や家事で疲れたとき

は「童心に帰って、本気でこどもの頃に楽しんだ遊びに熱中する」の

はいかがでしょうか。 

 

 



●春になりました！トミオちゃんです 

ようやく春になりました。今年はいつまでも寒さが続いてましたね。皆様いかがお過ごしでし

ょうか?   ここ何年か お店の定休日以外に月曜日を休養日として休みをもらっています。 

週に２回のお休み 楽しみにしているのは山裾や鳴川園地のらくらく登山道の散歩です。しば

らく朝は寒かったので 散歩の出発は９時過ぎくらいからです。 家を出て平たい道、住宅の

間を 100 ﾒｰﾄﾙほど歩いて突き当たると直ぐに坂道になります。歩き始めの最初の坂道は慣れる

までちょっとしんどいですね。そこを突き当たると山裾の道になります。 

右へ曲がって少し歩くと左側が小さい森になっています。史跡二本松古墳があります。この地

域には名前の知らない小高い丘みたいになった古墳のようなものがあちこちにありますよ。中

に、入って石段を登るとすぐに石室があります。すこし気色悪い感じがしますね。 

 二本松古墳から山裾をすこし下ると池に突き当たります。､その池には 7、80センチの鮒か鯉

みたいな魚がいるんです。ガツガツ食べに来ますよ。お天気の良い日には釣りをしんでるお爺

さんたちが３、４人います。釣れているかどうかは知らないけど、毎日のようにいてはります。 

 山裾の畑(農協さんが経営している貸農園)の間を歩いていると、あちこちにお爺ちゃんたち

がよたよたしながら野良仕事をしいます。お爺ちゃんたちは家でゴロゴロしているよりは、運

動がてら畑仕事をしてはるんでしょうね。顔見知りになっているので気が付けば「おはようご

ざいます！」ってお互い声を掛け合います。気が付けば15分ほど立ち話をしてしまっています。

どこのお爺ちゃんも寂しくて話し相手が欲しいのでしょうね。 

 しばらく歩くと 十二社権現という大きなお社があります。桜満開でした！ 雪洞や提灯が

吊ってあったらお花見兼ねての参拝の人が多いんでしょうね。ここまで歩いてくると春の小鳥

たちの鳴き声がちょっとづつ聞こえてきます。うぐいす、シジュウカラ、もずなんかの鳴き声

でしょうか。 

 このように、春の山裾の散歩を楽

しんでおります。とみおちゃんの春

のひとときです。 

    ありがとうございました。   

井原富生 

 



●こんなお仕事させていただきました～



●あんな話こんな話マッテまーす!! 
お客様の声をお聞かせ下さい。じゅえりー通信を読んでの感想や宝石に関するご質問、こ

うしたらじゅえりーいはらはもっとよくなるよ、こんなことがあって嬉しかった!!とか、

ささいなことが嬉しいのです! 

同封の返信用無料ハガキでどなた様にもお気軽にお便りいただけるように工夫しました。

切手はいりません。ホントにペン持って 書いてポストに 入れるだけ で～す。 

よろしくおねがいしま～す！  

もちろん今までどおりＦＡＸもＥメールも、電話も大歓迎です。 

24時間受付 FAX 06-6721-2538 

24時間受付メール toiawase@j-ihara.jp 

ホームページ   www.j-ihara.jp 
LINE(ライン) 

フェイスブック www.facebook.com/jewelryihara/ 

LINE（ライン）でも受付できるようになりました！！ 

マッテマ～ス。 

 

●宝石の川柳大募集!! 
宝石にまつわる川柳を募集しております。 ユーチューブも見てね 

お客様の声ハガキに書いても FAXも、Eメールでも OKで～す。 

じゅえりー通信に掲載させていただきま～す。 

お待ちしております♪ 

●お誕生日をお知らせくださ～い! 
時 「々お客様の声ハガキの下にお誕生日を書く欄があるけどなにか

あるの？」とお問い合わせをいただきます。そうです！事前にお知らせいただきますとい

いことがあるんですヨ！ですからお誕生日をご連絡いただいてない方がおられましたら、

ゼヒじゅえりーいはらまでお知らせください。 

●こちらじゅえりー通信編集部!! 
こんにちは。トミオちゃんです。４月と言えばやっぱり桜ですね！みなさまはお花見楽し

まれましたか？ 

 

http://www.facebook.com/jewelryihara/

